
（詳細は6ページをご覧ください。）

　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
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平
成
二
十
五
年
度
　
臨
時
理
事
会

浜
田
市
長
を
招
い
て

�

講
演
と
意
見
交
換
会

　
先
般（
平
成
26
年
2
月
7
日
）、
公

務
で
大
変
お
忙
し
い
中
、「
安
芸
高
田

市
長
浜
田
一
義
氏
を
お
招
き
し
て
安
芸

高
田
市
の
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
」と

題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
の
続

く
本
市
に
お
け
る
状
況
は
、
財
政
状
況

も
厳
し
く
、
福
祉
施
策
に
も
影
響
が
あ

る
等
、
改
め
て
自
助
、
共
助
の
大
切
さ

を
説
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
倍
増

計
画
に
よ
り
、
市
民
が
元
気
で
あ
る
こ

と
が
一
番
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
財
政

に
と
っ
て
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
点
等
話
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

理
事
と
福
祉
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
今
後
は
社
協
か
ら
も
様
々
な

提
案
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
協
議
を
行

う
流
れ
も
し
っ
か
り
作
っ
て
い
た
だ
く

等
、
発
展
的
な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

第
四
回
理
事
会
報
告

日
時
　
平
成
26
年
3
月
19
日（
水
）

●
理
事
会
報
告
事
項

　
⑴
総
務
部
会
報
告
に
つ
い
て

　
⑵�

介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告
に

つ
い
て

　
⑶
広
報
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

　
⑷�

法
人
経
営
特
別
委
員
会
報
告
に
つ

い
て

　
⑸
会
長
専
決
事
項
に
つ
い
て

●
理
事
会
議
題

　
議
長
に
八
千
代
町
の
冨
田
理
事
が
選

任
さ
れ
、十
二
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
は
、
地
域
福
祉
関
係
議
案

と
し
て
、
成
年
後
見
事
業
実
施
規
程
の

た
。

　
平
成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
一
般
会

計
資
金
収
支
予
算
で
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
事
業
を
核
と
す
る
寄
り
添
い
型

の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進

す
る
事
業
、
新
た
に
取
り
組
む
成
年
後

見
事
業
等
に
よ
り
権
利
擁
護
活
動
を
拡

げ
て
い
く
こ
と
や
、
吉
田
町
に
訪
問
介

護
事
業
所
の
拠
点
を
新
た
に
設
け
、
市

内
全
域
を
も
れ
な
く
カ
バ
ー
す
る
体
制

の
整
備
、
通
所
介
護
事
業
所
の
日
曜
日

営
業
等
、
総
額
四
六
七
、
九
九
〇
千
円

の
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
で
、
認
知
症
や
障
が
い
等
の
理
由

で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
等
に
対

し
、
社
協
が
成
年
後
見
人
等
を
担
う
こ

と
で
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
保
護
や
支
援
す
る
規
程

が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
規
程
を
一
部
改
正
し
、

会
員
の
区
分
を
、
各
世
帯
ご
と
の
戸
別

会
員
に
加
え
、
新
し
く
個
人
を
単
位
と

す
る
賛
助
会
員
、
団
体
・
法
人
を
単
位

と
す
る
団
体
会
員
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
会
費
の
金
額
を
賛
助
会
費
は
一
人

千
円（
年
額
）、
団
体
会
費
は
一
団
体

三
千
円（
年
額
）と
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

戸
別
会
員
と
し
て
一
世
帯
五
百
円
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
は
全

く
別
に
、
協
力
の
依
頼
を
行
い
、
社
協

事
業
の
円
滑
な
推
進
と
理
解
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
関
係
議
案
と
し
て
、

通
所
介
護
事
業
所
の
営
業
日
を
こ
れ
ま

で
の
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
に
加

え
、
新
た
に
日
曜
日
を
営
業
日
と
す
る

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
資
金
収
支
補

正
予
算（
第
三
次
）と
し
て
、
財
政
調

整
積
立
支
出
の
増
額
、
事
業
内
容
の
精

査
に
よ
る
市
受
託
金
や
介
護
保
険
収
入

の
減
額
な
ど
、
総
額

で
三
九
、
〇
八
三
千

円
減
額
す
る
補
正
予

算
が
決
定
さ
れ
ま
し

講演・意見交換会の様子

第４回理事会の様子

2014（平成26）年４月 2



平
成
二
十
五
年
度

第
四
回
　
評
議
員
会
報
告

日
時
　
平
成
26
年
3
月
24
日（
月
）

●
評
議
員
会
議
題

　
議
長
に
向
原
町
の
内
藤
評
議
員
が
選

任
さ
れ
、
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
十
二

議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
評
議
員
よ
り
、
介
護
保
険
対
象
外
福

祉
用
具
貸
出
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
消
毒
方
法
や
貸
出
件
数
等
の
質
問

が
あ
り
、
事
務
局
よ
り
消
毒
に
関
し
て

は
完
全
に
消
毒
す
る
た
め
業
者
委
託
に

す
る
旨
や
、
貸
出
件
数
に
つ
い
て
は
年

間
14
件
程
度
の
利
用
が
あ
る
旨
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
慎
重
審
議
の
結
果
、
十
二
議
案
が
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

第
三
回
法
人
経
営
特
別
委
員
会
報
告

日
時
　
平
成
26
年
2
月
27
日（
木
）

　
第
三
回
法
人
経
営
特
別
委
員
会
が
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
財
政
運
営
状

況
や
平
成
26
年
度
か
ら
の
五
か
年
計
画

で
あ
る
中
期
経
営
計
画
で
取
り
組
む
具

体
的
施
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
社

協
の
役
割
や
事
業
内
容
の
さ
ら
な
る
周

知
を
図
る
た
め
、
住
民
と
社
協
と
の
意

見
交
換
の
場
の
必
要
性
や
指
定
管
理
施

設
の
今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

第
三
回
共
同
募
金
運
営
委
員
会
報
告

日
時
　
平
成
26
年
2
月
7
日（
金
）

　
第
三
回
共
同
募
金
運
営
委
員
会
が
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
共
同
募
金
地
域
助
成
要
領
の

一
部
を
改
正
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
は

新
た
に
、
地
域
の
団
体
等
を
対
象
に
、

地
域
助
成
の
公
募
を
行
い
、
審
査
委
員

会
で
審
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
助
成
団
体
等
を
決
定
す
る

に
あ
た
り
、
対
象
団
体
、
対
象
事
業
、

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
等
に
つ
い
て
改

正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
共

同
募
金
配
分
金
三
、
四
二
二
千
円
を
見

込
み
、
社
協
事
業
へ
の
配
分
や
、
地
域

助
成
の
配
分
等
、
平
成
26
年
度
共
同
募

金
配
分
計
画
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

第
四
回
共
同
募
金
運
営
委
員
会
報
告

日
時
　
平
成
26
年
3
月
19
日（
水
）

　
第
四
回
共
同
募
金
運
営
委
員
会
が
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
会
計
補
正
予
算

と
し
て
、
募
金
額
の
増
額
に
よ
り
六
四

二
千
円
を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
額

の
総
額
を
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
六
、
四

九
四
千
円
と
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
、「
自
分
の
ま
ち

を
良
く
す
る
し
く
み
」の
も
と
、
主
に

は
住
民
団
体
等
が
行
う
福
祉
活
動
に
対

し
、
公
募
に
よ
る
地
域
助
成
金
の
形
で

支
援
し
、
併
せ
て
、
共
同
募
金
活
動
も

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
収
入
支
出
予
算

の
総
額
六
、
四
三
九
千
円
の
予
算
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第４回評議員会の様子

４月１日付
人 事 異 動
（主な異動内容）

3月31日付退任

所属部署 役職名 氏　　名 旧役職名

【課長級】 福祉のまちづくり課長（吉田支所長兼務） 瀧野由美子 介護福祉課長
介護福祉課長 平野　美幸 居宅介護事業所長

【係長級】
事務局

地域福祉課　権利擁護係長 永井美紀子 地域福祉係主任
吉田支所　地域福祉係長 新川　美紀 吉田支所主任
高宮支所長 柳川真須美 美土里・高宮支所長
向原支所長 川野てい子 八千代・向原支所長

【係長級】
訪問介護吉田事業所

所長 篠田　明美 所長補佐
所長補佐 向井久美枝 専門員

【係長級】
居宅介護支援事業所

所長 柿上　郁子 所長補佐
所長補佐 守山貴美子 専門員

【支所長代理】 八千代支所長代理 宮迫麻衣子 八千代支所（臨時職員）
美土里支所長代理 織田　安子 美土里支所（臨時職員）

氏　　名 旧役職名
岸野　秀信 吉田支所長

2014（平成26）年４月3



事業計画
平成26年度  安芸高田市社会福祉協議会

基本方針
　本年度は合併後11年目を迎えるにあたり、社協中期経営計画（５か年計画）を策定し、計画
的な法人運営を行います。「ともに支えあい、心豊かに」をスローガンに、住み慣れた地域で、
誰もが安心して暮らせるまちづくりの実現のため、〈地域福祉活動の推進〉、〈介護福祉サービス
の充実〉、〈福祉の開拓者として〉の３項目を柱に掲げ事業の推進を図ります。
　その中で、「地域包括ケア推進事業」を核とし、中山間地域の最大の課題である少子・高齢社
会の進行に伴う地域力の低下を防ぐため、社協会員である地域住民のみなさんをはじめ、関係機
関との連携・協働により、地域での繋がりをより強固に持ち、寄り添い型の支え合いや見守り体
制を包括的に構築し、福祉コミュニティづくりを推進する事業を積極的に展開します。
　さらに、これまで権利擁護の柱として取り組んできました「かけはし事業」と共に、新規事業
に「成年後見事業」を取り入れ、権利擁護の幅を拡げます。
　また、安定的な経営基盤確立に向け、介護保険事業は、全町を対象とした事業所運営方式の体
制づくりの取り組みを行い、介護福祉サービスのより一層の拡充と充実を図っていきます。

１．‌�生活困窮者自立支援法等を踏まえた生活困窮者に対する社協活動の展開
　　・相談援助活動・権利擁護活動（成年後見事業）
２．地域包括ケアにおける社協活動の展開
３．社協職員の人材育成

重点目標

主要事業一覧

法人運営事業
会議関係 2,556千円

センター受託管理運営事業
ふれあいセンターこうだ 8,592千円
吉田老人福祉センター 5,419千円
ふれあいセンターいきいきの里 1,240千円

地域福祉事業
ボランティア活動事業 613千円
被災者生活サポートボラネット推進事業 100千円
地域包括ケア推進事業 2,501千円
ふれあいサロン事業 3,444千円
日常生活応援サービス事業　ほほえみネット 993千円
ファミリー・サポート・センター事業 3,713千円
子育て支援センター一時預り・病後児預り事業 10,786千円
安心生活創造事業 9,088千円
障がい者地域生活アシスタント事業 353千円
福祉サービス利用援助事業「かけはし」 7,382千円
成年後見事業 507千円
配食サービス事業 1,997千円
家族介護者リフレッシュ事業 1,656千円
生活・介護サポーター養成事業 1,938千円
地域保健福祉事業 2,533千円

一次予防事業（げんき教室） 884千円
安芸高田市共同募金委員会事務事業 3,422千円
日本赤十字社広島県支部
安芸高田市地区事務事業 6,226千円

介護福祉事業
二次予防事業（通所型介護予防事業） 324千円
介護保険対象外福祉用具貸出事業 82千円
育児支援家庭訪問事業 105千円

介護保険事業
訪問介護事業 60,179千円
居宅介護支援事業 49,111千円
通所介護事業 89,361千円
福祉用具貸与事業 45,679千円
福祉用具販売事業 2,779千円

障がい者自立支援事業
障がい者自立支援事業 31,186千円
※赤字は新規事業

2014（平成26）年４月 4



平成26年度 安芸高田市共同募金委員会 事業計画及び会計予算

一般会計資金収支予算
平成26年度  安芸高田市社会福祉協議会

基本方針
　共同募金のスローガンである「自分の町を良くするしくみ」のもと、安芸高田市共同募金委員
会も共同募金を集めて配るというスタイルから、住民自らが地域の課題やニーズをつかみ、それ
らを解決する力に対し地域助成金の形で支援し、住民団体・グループ等がお互い様の心を持ち、
誰もが安全で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進します。

収　入
会費収入（戸別・賛助・団体） 4,940千円
寄附金収入（香典返し・見舞い返し等） 8,510千円
市補助金収入（人件費・事業費等） 69,495千円
助成金収入 219千円
受託金収入（センター管理・安心生活創造事業等） 44,975千円
事業収入（各事業収入） 7,572千円
貸付事業等収入（貸付償還金） 6,000千円
共同募金配分金収入 4,120千円
介護保険収入 187,863千円
障がい者自立支援費収入（介護給付金・利用者負担金） 17,449千円
補助事業収入（受託事業・利用者負担金） 71千円
その他（受取利息配当金等） 1,580千円
資金移動収入 17,219千円
財務活動による収入（積立金取崩等） 10,012千円
前期末支払資金残高 87,965千円

合　　計 467,990千円

支　出
法人運営事業 92,797千円
センター運営事業 15,251千円
地域福祉事業 48,488千円
共同募金配分金事業 3,422千円
介護福祉事業 511千円
介護保険事業 247,109千円
貸付事業 12,745千円
障がい者自立支援事業 31,186千円
退職積立金事業 16,481千円

合　　計 467,990千円

会計予算
収　入

共同募金（戸別募金、法人募金等） 6,130千円
交付金（事務費） 307千円
義援金収入 2千円

合　　計 6,439千円
支　出

送納金（県共募へ送金） 6,132千円
事務費支出 307千円

合　　計 6,439千円 ※�皆様から寄せられました募金の約７割が安芸高田市社協へ配分
され、一般公募助成や社会福祉事業で使われます。

事業計画
１．会議の開催　２．共同募金配分金（一般配分金）
３．共同募金運動の展開　４．広報啓発活動
５．関係機関及び福祉団体との連携

25
年
度
募
金

26
年
度
配
分

会 社

安芸高田市共同募金委員会（10割）

広島県共同募金会（10割）

安芸高田市
社会福祉協議会
（配分約７割）

社会福祉団体
社会福祉施設
（配分約３割）

学 校 家 庭 街 頭

2014（平成26）年４月5



みを紹介します
4月
1日

から

4月
6日

から

訪問介護事業・障がい者自立支援事業（ホームヘルプサービス）

安芸高田市社会福祉協議会

安芸高田市社会福祉協議会

安芸高田市吉田町吉田 1324-1
（吉田老人福祉センター内）

安芸高田市甲田町高田原 1490-1
（ふれあいセンターこうだ内）

所　　　　長	 篠　田　明　美
電話・お太助フォン	42- ２

ふ く し い ち ば ん

９４１
電話（直通）	 42- ２

ふ

９
く

２
ふ

９
く

※または、各支所までお問い合わせください。

所　　　　長	 玉　利　清　子
電話・お太助フォン	45- ２

ふ く し い ち ば ん

９４１
電話（直通）	 45- ５１０２
※または、各支所までお問い合わせください。

訪問介護吉田事業所「ツツジ」

通所介護事業所

訪問介護吉田事業所「ツツジ」を開所しました！

日曜デイサービスを開所しました‼

市民の皆さまにより一層寄り添える支援を行うため、訪問介護事業所「ツツジ」は、吉田事業
所を４月１日から開所しました。

　安芸高田市社会福祉協議会の訪問介護事業・障がい者自立支援事業は、

　安芸高田市社会福祉協議会の通所介護事業は、市民の皆さまのご要望に
応えて日曜デイサービスを、4月6日から開所しました。

よろしく
お願いします

ご利用をお待ち
しております !

2014（平成26）年４月 6



社協 の取り組
　この事業は、認知症、知的障がいまたは精神障がいなどの理由で判断能力が不十分な方に対
して、社協が成年後見人、保佐人、補助人を担うことにより、安心して日常生活を送ることが
できるよう保護または支援します。

◦�本人の預貯金の管理、不動産などの処分、遺産分割などの財産に関する契約などについての
助言や支援を行います。（財産管理）
◦�介護・福祉サービスの利用や医療・福祉施設への入退所の手続きや費用の支払いなどの支援
を行います。（身上監護）

　※食事の世話や実際の介護などは、含まれません。

安芸高田市内の皆さまから寄せられました募金は広島県共同募金会に一旦全額送金し、翌年度安芸高
田市社会福祉協議会へ約７割配分され、県内の社会福祉施設・ボランティア団体等へ約３割配分されます。
そこで、安芸高田市社協への配分の一部を誰もが安全で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進す
る住民団体・グループ等（以下「団体等」という。）の活動を支援することを目的に助成公募を行います。
皆さまからのご応募をお待ちしています。

（申請書提出締切及び提出先）
◦安芸高田市社会福祉協議会へ提出ください。平成26年6月30日（月）17：30までに必着のこと。
　※持参・郵送可
（申請書と必要書類について）
◦�申請様式については社協窓口で受け取ることができます。また同様式のデーターは、ホームページ
（URL　http://www.akisha.jp/）からダウンロードできます。
◦要領についても同ホームページでご覧いただけます。

◦申請書の入手
◦申請書の作成
◦申請書類の提出

◦要件審査
◦採択
◦助成金の交付

◦HPに公表
◦事業の実施
◦事業実施の記録
◦市民へ内容の周知

◦事業報告書の作成
◦決算書の作成
◦報告書類の提出
◦市民への情報発信

地域福祉課　電話45-2941・お太助フォン45-4939

成年後見事業が４月１日からスタートしました‼

平成26年度 共同募金配分金 「地域助成事業」のご案内

公募助成の金額：1団体等あたり、下限 20,000 円から上限 100,000 円

公募助成の対象となる事業の実施期間：平成 26年 4月 1日から平成 27年 3月 31日

応募について 助成への応募 審査・採択 実　施 報　告

愛ちゃんと希望くん
※社協HPは各検索サイトから表示することができます。

安芸高田市社会福祉協議会 検 索

よろしくお願いします

2014（平成26）年４月7



「お太助協力店」の情報を掲載した「お
太助サポート帳」を、見守りや買物支援
を必要とする方（安心生活創造事業利用
者）に配布し、日常生活品の注文やちょっ
とした家屋の修繕などの依頼を、身近な
お店で安心・気軽にしていただくことが
できます。
また、「お太助協力店」は、配達時な
どに声かけや安否確認などを行っていた
だくことで、地域福祉への貢献も兼ね備
えるお店としてご協力いただきます。
安芸高田市の地域福祉を支えていただ
くお店ですので、安心生活創造事業利用
者のみならず、住民の皆さま方もぜひと
もお気軽にご利用ください。

活用方法

安芸高田市の地域
福祉を支えていた
だくお店です !!

○吉田町
有限会社仁井モータース
坂田木工
㈱北屋呉服店
有限会社小又工務店
田原菓舗
徳山第一薬局
株式会社山本家具店
ハラダ　ゆめタウン吉田店
上国木工所
サンパラソル
株式会社中電工安芸高田営業所
ホビーショップやまびこ
株式会社マルシン
カラーセンター吉田店
なかしま軽貨物
コスモ薬局
広島ガス高田販売株式会社
㈲大山鉄工所
たたみのモリスエ
すみよいすまいづくりのすみよし
有限会社ことざき
株式会社竹廣ガラス
㈲森田電機
有限会社ミツヤ建築工房
株式会社オキタ石油 吉田CS 甲田CS
㈲脇地石油店ニュー吉田SS
上田建築
総合広告オカノ
下土居建設
広島北部農業協同組合
ふるほん三ツ矢
太田設備
たまる書店　家具センターたまる
あきんど
吉田楽々苑
ホワイト舎　本社工場
中尾バランス整骨院

○八千代町
三矢オート株式会社
セブン･イレブン広島八千代南店
株式会社中央興業
ファッションハウスいしがみ
株式会社高山
田中建築
エディオンすみよし八千代店
㈱池田商店
土師ダムサイクリングターミナル
土師「さくら亭」
ライフサポート安芸高田
○美土里町
株式会社中岡総合電設
平川工務店
増田鉄加工所
師岡商店
有限会社堀川建設
有限会社堰樂建設
㈲清原組
有限会社オガサワラ
Ａコープみどり店
高田楽々苑
○高宮町
太田建築
すずらん薬局高宮店
パストラルながおか
株式会社熊高組
エディオン高宮店
中田モータース
有限会社ルーフセンター塚本
上田建設有限会社
株式会社武田電設
Ａコープたかみや店
塚本鉄工所
たかみや湯の森運営協会
清流院
美容室アトリエ

○甲田町
有限会社みやもと石材店
楽々市場（町の便利屋さん）
サイクルショップユキタケ
有限会社井川ポンプ店
中国新聞甲立販売所
大輝工業
吉川石油店
フジマルダイ株式会社大前醤油本店
セブン・イレブン安芸高田甲田店
有限会社マトバ板金
協同組合甲田ショッピングセンター
有限会社コンセプトなんでも.かんでも
サンパティオすみよし甲田店
有限会社新川工務店
有限会社ホンダハピネス高田
國元石材店
㈲井上電気
林電機商会
有限会社梶田工務店
瀧野工務店
有限会社　FULL　HOUSE
○向原町
高橋電機向原
株式会社佐々木電機
� （エディオン向原店）
（有）兼光　かねみつ不動産
ハッピーマートひだに
末原工務店
市川食料品店
社会福祉法人ひとは福祉会
� ひとは工房ひとは館
株式会社一蔵
ヨシオカ建築
竹内左官店
Ａコープ向原店
児玉向文堂

お太助サポート帳携帯者
（登録訪問員、民生委員・児童委員、ケアマネージャー）

日常生活品注文
家屋修繕の依頼など

日常生活品宅配
家屋修繕の実施など

安心生活創造事業利用者

◎声かけ
◎見守り・
　安否確認

（受付順・敬称略）

安心生活創造事業　お太助協力店

お太助協力店一覧
ご登録いただき誠にありがとうございます。

2014（平成26）年４月 8



肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

育

絆
３月８日（土）、クリスタルアージョにおいて、第６回ボランティア講演会を開催し、107名
の方が参加されました。「出会いがつながるボランティア活動」と題し、NPO法人みはらまちづ
くり兎っ兎（とっと）理事長の小川和子さんに、自らの介護体験をきっかけにボランティア活動
を始め、現在のみはらまちづくり兎っ兎の活動内容について講話をいただきました。東日本大震
災後の岩手県で災害ボランティアの体験談は、「東日本大震災の記憶を薄れさせてはいけないね。」
という声があがりました。

１月25日（土）、ふれあいセンターこうだにおいて、ファミサポ会員と子育て支援センター会
員を含む16名で、第19回ファミサポ交流会を開催しました。今年も、きねと臼を使ってのもち
つき大会を行いました。はじめて餅つきをする子どもたちも大喜びで、つきたてのお餅をきな粉
やぜんざいにしておいしくいただきました。会食後は「じゃんけん列車」や「パネルシアター」で
子どもたちの交流もでき、楽しく過ごすことができました。会員さん同士も互いの意見を交換し
たり、ゆっくりお話をすることができました。

講師　小川和子氏

つきたてのお餅はおいしいね！

講演会の様子

じゃんけん列車

2014（平成26）年４月9
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吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

３月13日、20日に甲田中学校の１年生と２年生が甲田町内16カ所のふれあいサロンへ交流
に来られました。自己紹介から始まり、生徒さんが準備したレクリエーションをサロンの方と一
緒に楽しみました。孫のような中学生が来られるのを心待ちにしておられ、お話をする顔には笑
顔があふれていました。中学生の生徒さんもサロンの方々の中学生だった頃の体験談をきき、今
後の中学生活の参考になったようです。

風船バレーミミズの体操

サロン物語

みんなで体操

トランプも楽しいね

○�地域の皆さまが、自主的に運営し、ご近所の仲間づ
くりにより、地域での孤立防止や見守り、支えあい
の活動へと展開していくことを目指しています。
○�いつでも、どこでもお互い様の気持ちで、地域の皆
さんがこころをつないでいける場です。
○�ご近所同士が集い、お茶を飲みながらおしゃべりし
たり、スポーツをしたりする場です。
　市社協では、サロン運営を応援し推進しています。
「サロンを始めたい方」「詳しく知りたい方」は、最寄
りの市社協支所までお問い合わせください。
　地域へ職員が出向き、ご説明いたします。お待ちし
ています。
　　地域福祉課　TEL　45-2941
　　　　　　　　お太助フォン　45-4939

ふれあいサロンって…？

甲田中学校とサロンの交流♪

2014（平成26）年４月 10



ご寄贈ありがとう
� ございました

乗用車の寄
贈をうけま
した。訪問
介護事業所
でヘルパー
車として使
用します。

2月24日、日本財団から軽
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皆さまの善意により、ふれあいサロン事業
などが支えられています。
平成25年12月21日～平成26年3月20日受付分（敬称略）

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
社
会
福
祉
事
業
の
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め
に
温
か
い
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寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2014（平成26）年４月11



■介護相談（無料）
　※社協の介護支援専門員（ケアマネージャー）がご相談をお受けします。

場　　所 日　　時 時　　間 お問い合わせ

吉田老人福祉センター 第 2水曜日 9：00～ 12：00 電話・お太助フォン　45-2
ふくしいちばん

941

◆�弁護士相談、心配ごと相談は、市からの委託がなくなりましたが、引き続き福祉に関する困りごと等ご
ざいましたら、社会福祉協議会へご相談ください。

　新緑の山々が美しい季節になりました。
新しい年度がスタートし、基本方針をはじめとする事業計画や資金収支予算など
を掲載しております。気持ちを新たにがんばっていきたいと思います。
� （事務局）

編集
後記

「救いたい」その心がだれかの生きるチカラになる。
平成26年度日赤活動資金（社資）にご協力お願いします

日本赤十字社は、赤十字の理念やその活動内容に賛同してご加入いただいた会員「社員」の皆
さまから拠出いただく会費「社費」と、広く皆さまからお寄せいただいた「寄付金」（総称して「社
資」と呼びます。）を活動資金とし、人道・博愛・平和を希求するという赤十字の理念に基づいた
多くの事業を実施しています。また赤十字活動は多くのボランティアの皆さまの奉仕によって支
えられています。
日本赤十字社安芸高田市地区では、本年度も各地区の福祉委員の方を通じて社費のご協力をお
願いしておりますので、市民の皆さまの一層のご理解とあたたかいご支援を心からお願い申しあ
げます。

募集期間
　平成26年５月１日～平成27年３月31日
　１戸あたり500円をお願いしております。

義援金・救援金報告
被災された方々のために義援金を募集したところ、多くの皆さまからのご協力をいただき誠にありがと
うございました。お預かりいたしました義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部に送金しており、被災
された方々に届けられています。

義援金名・救援金名 金　　　額
伊豆大島等台風26号災害東京都義援金 36,374円
千葉県茂原市台風26号災害義援金 9,263円
2013年フィリピン台風救援金  103,734円  
東日本大震災義援金（平成25年度） 201,739円  

市民の皆さまのあたたかいご支援ご協力ありがとうございました。

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490-1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� 電話・お太助フォン（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより


